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出資型新事業創出支援プログラム（ＳＵＣＣＥＳＳ）における 
株式会社Ｐｈｏｔｏ ｅｌｅｃｔｒｏｎ Ｓｏｕｌへの出資について 

 
ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、出資型新事業創出支援プログラム（ＳＵＣＣＥＳ

Ｓ）において、株式会社Ｐｈｏｔｏ ｅｌｅｃｔｒｏｎ Ｓｏｕｌ（本社：愛知県名古屋
市、代表取締役 鈴木 孝征、以下「ＰｅＳ社」という）からの第三者割当増資注）の引

き受けを、Ｂｅｙｏｎｄ Ｎｅｘｔ Ｖｅｎｔｕｒｅｓ株式会社が運営するファンド、大
和企業投資株式会社が運営するファンドと共同で実施しました。 

 
ＰｅＳ社は、ＪＳＴの研究成果展開事業 先端計測分析技術・機器開発プログラム「高

速１ショット観測を実現するフォトカソード電子源の開発」（平成２６年度採択、チーム
リーダー：名古屋大学 シンクロトロン光研究センター 西谷 智博 特任准教授）にお
ける研究開発成果をもとに設立された、「半導体フォトカソード」型電子ビームの実用化
を世界で初めて実現する名古屋大学発ベンチャーです。 
 
 電子ビームは、ナノレベルでの加工・検査などに広く使われる基盤技術となっていま
す。近年では、微細化・多層化が急速に進む半導体製造分野での重要性がますます高まっ
ており、特に半導体検査分野での活躍が期待されていますが、そのためには劇的なスルー
プット向上が必要となります。しかしながら、従来型の電子ビームは過去４５年以上にわ

たり変わらぬ発生原理が使われており、特に電流密度の不足が課題となり、その実現が進
んでいませんでした。 
 ＰｅＳ社が開発する「半導体フォトカソード」型電子ビームは、名古屋大学の半導体基

板技術にＰｅＳ社の電子ビーム技術を組み合わせることで、従来技術では実現困難なレベ
ルでの大きな電流密度、さらには高い制御性を持った電子ビームを生成することができま
す。これを半導体検査分野に適用することにより、飛躍的なスループット向上が期待され
ます。 
 

ＳＵＣＣＥＳＳでは今後も、ＪＳＴの研究開発成果を実用化しようとするイノベーティ
ブなベンチャー企業に対して、成長資金の供給や関係機関のネットワークを活用したサポ
ートを提供することにより、実用化を通じた先端技術の社会への還元を進めて行きます。 
（ホームページＵＲＬ：http://www.jst.go.jp/entre/） 
 
＜ＳＵＣＣＥＳＳ事業概要＞ 

平成２６年４月より、ＪＳＴでは「出資型新事業創出支援プログラム」（略称：SUCCESS 
SUpport Program of Capital Contribution to Early-Stage CompanieS）を開始しま
した。本事業は、ＪＳＴの研究開発成果の実用化を目指すベンチャー企業に対しＪＳＴ
が出資並びに人的及び技術的援助を行うことでその創出及び成長を促進し、当該ベンチ
ャー企業が行う事業活動を通じてＪＳＴの研究開発成果の実用化・社会還元を促進する
ことを目的とした事業です。出資を通じてＪＳＴがベンチャー企業の株主になることで、
民間の資金を誘引する「呼び水効果」を狙っています。 

 
 
 

http://www.jst.go.jp/entre/


＜企業概要＞ 

企業名 株式会社Ｐｈｏｔｏ ｅｌｅｃｔｒｏｎ Ｓｏｕｌ 

設立日 平成２７年７月１日 

本社所在地 愛知県名古屋市 

代表取締役 鈴木 孝征 

事業内容 電子ビーム発生装置及び素子の研究、開発、製造及び販売 

ＵＲＬ http://www.photoelectronsoul.com/ 

 
＜技術概要＞ 

ＰｅＳ社の電子ビーム技術は半導体に光を照射することで、光のエネルギーにより電子

ビームを取り出す半導体フォトカソード技術に基づいており、従来型の熱陰極方式の電子
源と比較して、低エネルギー分散かつ大電流を得ることが可能となっています。また、半
導体フォトカソード素子における素材、表面の最適化等に加えて真空技術、高電圧技術、
光学技術、材料加工技術といった周辺の各要素技術の組み合わせにより、ＰｅＳ社は熱陰
極方式と同サイズのコンパクトな電子ビーム生成機構を実現しております。 

また、パルス状の電子ビーム生成、電子スピン方向の制御など、多彩な電子ビームの生
成が可能となっており、今後は半導体加工装置分野、電子顕微鏡分野等への展開が計画さ
れています。 

 
＜用語解説＞ 
注）第三者割当増資  
特定の第三者に新株引受権（新株の割当を受ける権利）を与えて行う増資のこと。会社の
資金調達の方法の１つで、会社の自己資本を充実させ、財務内容を強化することができる。 

 
＜お問い合わせ先＞ 
＜株式会社Ｐｈｏｔｏ ｅｌｅｃｔｒｏｎ Ｓｏｕｌに関すること＞ 
株式会社Ｐｈｏｔｏ ｅｌｅｃｔｒｏｎ Ｓｏｕｌ 
担当：取締役 田村 逸郎 
〒464-0814 愛知県名古屋市千種区不老町 名古屋大学インキュベーション施設１階 
Tel：052-712-1238 
Web：http://www.photoelectronsoul.com/ 

 
＜ＳＵＣＣＥＳＳ事業に関すること＞ 
科学技術振興機構 起業支援室 
〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 
Tel：03-6380-9014 Fax：03-5214-0017 
E-mail：entre@jst.go.jp 

mailto:entre@jst.go.jp

